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石川県手取扇状地におけるトミヨ
(P""gﾉﾉﾉ"ＳＳｉ"巴"sjs）の食物についで
平井賢一・家山博史
はじめに Ｉ調査場所の概要と調査の方法
手取川は扇状地の南よりの部分を西に向って
流れ，その左岸には地下水の湧出す場所が点在
している。そして湧水を水源とする農業用水，
手取川を水源とする用水，また両者の合わさっ
た用水等がはりめぐらされている。調査はこの
手取扇状地左岸の湧水地帯で（Fig.１），１９６９
年９月から1970年８月にかけて行った。
トミヨはふつう湧水に水源をもつ細流や，水
のきれいな用水などに生息しており，石川県で
はこのような条件をそなえた手取扇状地の湧水
地帯を中心として，その周辺に分布している。
しかし，近年細流や用水などのコンクリート化
による水生植物の減少，流水量の管理や地下水
の汲み上げによる湧水の減少，その他の様々な
要因によって，トミヨの生息域が狭められる傾
向にある。とくに，水生植物の減少は，種々の
付着動物の減少をきたすと考えられ，トミヨの
食物に対する影響も大きいものと思われる。私
達は，営巣するというめずらしい習'性を有する
この魚の保護対策のため，環境の保全，または
移殖などを考える資料として，その生態を明ら
かにしたいと考えた。
わが国では，トミヨに関する研究は，形態
および地理的変異についていくつかの報告が
あるが（池田，1933,1936；五十嵐，1958,
1962ほか），生活様式について研究したものは
KoBAYAsHエ（1932,1933）のほかにほとんどみ
られていない。またトゲウオ科の魚の食性につ
いての研究は，イトヨ属ではかなりみられるが
(HARTLEY，１９４８；HYNEs，１９５０；MAITLAND，
，１９６５ほか），トミヨ属についてはHYNEs（
1950）田中・中田（未発表）のほかはあまり知
られていない。そこで，本報ではまず生態調査
の第一歩として，トミヨの食物をとりあげ，大
きさによる食物の変化，季節による食物の変化
などについて述べることにする。
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Fig.１Thesamplingstationsofnine-spined
sticklebackinTedoriFan，ａｎｄｉｔｓｌｏｃａ－
ｔｉｏｎｉｎｌｓｈｉｋａｗａｐｒｅｆｅcture．
調査場所のうち徳久は標高23ｍに存在する湧
水を主とした農業用水であり，３月から７月に
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は手取川の水が少量混入する。川幅は１～２ｍ
と細流で，水深は12ｃｍ(11月）から50ｃｍ(７月）
の間を変動する。また流速は平均２０ｃｍ/seｃ
である。水温は手取川の水の流入する春に最低
の10.Ｃ，夏季には１６°Ｃ，ｐＨは一年を通して
６～6.5である。川底は砂または泥でおおわれ，
水生植物の被度は，刈り取りの行われた２月と
８月以外は100ｚ近い。水生植物はほとんど100
錫近くがミクリ（Spaγ，α"z"”γα池osz`”）で
あり，その他には岸よりのところどころにヒル
ムシロ（Ｐｏｊａ籾oOeto〃afsZ伽吻s）がみられ，
また岸の石1'1にムクムクシミズゴケ（Fb"ｊｊ〃
αJjsj1yp"CiC九s）が若干みられる程度である。
架生・石子も徳久と同じく，湧水を主とした
用水であるが，水温は夏季に２～３°Ｃ高く，
冬季には３～４°Ｃ低いことがある。また水生
植物はいずれの場所もミクリが主であるが，石
子ではバイカモ（Ｒａ"""c"/"ｓａ９"αjZJjsvar．
pα"/o肋γｊ”）が，かなり多くみられ，また粟生
ではエビモ（ＰＣﾉα”o9e/o〃ｃγ雌"s）が比較的
多い。そして徳久と比べ両場所とも水にやや濁
りがみられる。
トミヨの採集は，受けに150×20ｃｍ，奥行２５
ｃｍ,網目３ｍｍのクモ網を用い,魚を追い込む方
法で行なった。前述のように小さな水系である
ため,個体数の減少を妨ぐ意味で，１回につき３０
～60個体を採集するにとどめた。同時に，餌と
なりうると考えられる水草付着動物と，流下動
物を採集した。採集の時刻は各時期とも消化符
充満度の高い時間である（Fig.２）９時から
12時の間である。なお標本は約10倍にうすめた
ホルマリン然液で保存し持ち帰った。
付着動物は７１１川用プランクトンネット（1]径
19ｃｍ，３６mesh/c、）を用い，これを水生植物に
かぶせて採集した。ホルマリンでlrl定後持ち州
り，楠物から付着動物を洗い落し，Ａ"iso9a沈一
”αγ"s，Ｇ”γ〃oqphaeγo”αなど大型のも
のは，全数を数え，Chironomidlarvaeや
Copepodaなど小型で個体数の多いものは柚（１）
計数を行った。流下動物は上述のネットを流水
に１分間つげて採集し全数を数えた。
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トミヨの消化管内容物はあまり消化の進行し
ていない胃部のものについて調べた。胃内容物
の分析はHYNEs（1950）の方法に準じて行な
い，個体数法：Numbermethod（餌生物全数
に対する当該個体数の割合）のほか，点数法：
Pointsmethod（各餌生物の体積を中心に点数
を与え，当該生物の点数の総数に対する割合）
，頻度法:Occurrencemethod（各餌生物の検
査個体数に対してみ出される頻度）などによっ
て表現した。
Ⅱ結果
１流下動物と付着動物相
（１）流下動物
調査期間中を通して，流下動物はほとんど採
集されていない。徳久では，１１月にChironom-
idlarvaeが78個体/ｍ３（断面280ｃｍ2で１分間
の流下量は19個体），５月にMoi"αが70個体
/nl3（流下量39個体/分）Isotomaが４個体
/ｍ３（流下量２個体/分）鞘翅目成虫が１個体
/ｍ３（流下量１個体/分）採集されたのがおもな
ものである。このほかではＡ"iso9α””αγ"s，
Ｇ"oγ〃OSP力α”o"zαが２～３個体採集された
に過ぎない。
徳久における流下動物を，大串。斎藤(1963）
の行なった諸河川の流下動物の種や量と比較す
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ると，徳久では種類数は少ないが，量的にはと
くに少ないとはいえないようである。しかし，
流下動物相は後述する付着動物相にくらべて貧
弱である。
（２）付着動物
Ｔａｂｌｅｌは，徳久の用水でミクリとムクムク
シミズゴケの５０９（湿重量）当りに付着してい
た小動物の個体数を示したものである。ムクム
クシミズゴケは，葉の形が複雑であるためかiii
位重量当り付着する動物の個体数はミクリに付
着するものと比べてかなり多くなっている。そ
して，とくに甲殻類にこの傾向が強い。しかし
先にも述べたように川床はほとんどミクリでお
おわれ，ムクムクシミズゴケの被度はほんの１
～２パーセントに過ぎないため，付着動物の現
存量からみれば，ミクリのもつ意味が大きいも
のと思われる。またトミヨがミクリの下に多く
生息していることが観察され，ミクリに付着す
る小動物が餌として多くとられているものと思
われる。
ミクリに付着するおもな小動物は，Chiron‐
omidlarvae，Ａ"jsogα”"αγ"s，イソコツブム
シ属の１１１１（Ｇ,zoγ”Csカノbα”o”α)，Ｅｚｗｃル
カｓ（Cyclopide），ヒル（Hirudinea)，ミズミ
ミズ（Naididae）などである。これらのうち前
３者は一年を通して比較的多く採集される。
季節による個体数の変化は種によって異な
る。Ａ"jsoga籾”αγ"ｓの個体数は一年を通して
あまり変化せず夏から秋にかげてやや多いとい
う程度である。Ｃ"oγ〃ＯＷＤα”o'"αも同様に
大きな変動を示さない。これらに対し，Chir‐
onomidlarvaeは時期によって個体数に大き
な変化がみられる。とくに５月には５５３個体と
非常に個体数が多くなっている。Copepodaは
全体に個体数が少ないが１～２月に多く現われ
●
ている。
表には示されていないが，粟生でも付着動物
相は徳久とよく似ている。ただ全休にやや個体
数が多く，またＧ"oγ〃osp〃α”o腕αがみられ
ないことが異なっている。石子ではQzoγ伽o-
sphaeγ０ｍαが少なく，かわりにASC""ｓが比
較的多く現われている。
ＴａｂｌｅｌＴｈｅｍｏｎｔｈｌｙｖａｒｉａｔｉｏｎｉｎｔｈｅａｂｕｎｄａｎｃｅｏｆｐｈｙｔａｌａｎｉｍａｌｓａｔｔｈｅｓtreamlet
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－－１７６０
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のおもな食物はChironomidlarvae,チョウバ
エ．力などのDiptera，Ａ”jso9α'"籾αγ"s，Ｇ"－
０γ伽OSP"αeγCl"α，AseZJ"s，Copepoda（主と
してＥ"GycJ”ｓとＴ"”"oqycZqPs），Tubi-
ficidsなどである。そしてこれらの生物は一年
を通してトミヨの餌とされている。これに対し，
Cladocera（主として』`Ｄｉ"α,Ｓ力"００”〃αＪ"s）
やトミヨの仔魚は出現する時期が５～６月に集
中しているため，石子や粟生で11月に採集した
トミヨの消化管にはみられていない。また徳久
でも１年の平均的な食物を示したので，これら
の餌の占める割合は少なくなっている。
Ephemeropteraではコカゲロウが餌とさ
れ，貝（Mollusca）ては小型のカワニナ，モ
２トミヨの食物と摂食量
（１）トミヨの消化管内容物
徳久･石子･粟生と３つの場所で採集したトミ
ヨの消化管内容物を，魚の大きさ別に分けて示
すとＴａｂｌｅ２のようになる。餌生物は種によ
って大きさが異なるため，個体数法で示したも
のと，点数法で示したものとは値にずれがみら
れる。とくにChironomidlarvaeやCopepoda
などは摂食個体数の割には消化管を占める量が
少なく，逆にＡ"jsD9zz"z”αγ"ｓやＧ,２０小
沈ＯＷＤα”o”αなどは摂食した個体数は少ない
が，餌としては大型のものに属するため消化管
を占める量は相対的に多くなっている。
採集した場所によって若干異なるが，トミヨ
Table2Thepercentagecompositionofthefoodofninespinedsticklebaｃｋｉｎｔｈｅｔｈｒｅｅ
ｃｏｍｐｏｓｉｔｉｏｎｏｆｔｈｅｆｏｏｄｗｉｔｈｉｎｃｒｅａｓｅｉｎｓｉｚｅｏｆｔｈｅｆｉｓｈ．
Tokuhisa
ThroughtheYear
-2.02.1-3.03.1-4.04.1-
２９３７１４７l１２
ＮＰＮＰＮＰＮＰ
５１３０４５２３２６１１２０７
＋５＋２３２２１
００１３１３１４１８８９
２１３１１２０２０２３３２３９
９１６１０１３１３１２１４１６
００００＋１００
２２５６１０９３６１
１＋＋１２１＋＋
３１００５４８３
２５１２８２３＋６
＋＋＋＋１＋＋＋
２１＋＋＋＋＋＋
００００００００
＋＋２９２１４２
００００＋１２６
２＋0０＋１＋＋
００＋１＋３＋２
５２１＋＋１２＋＋
００＋＋００００
２２００２１３３７
Locality
Month
SizeRange（c、）
Ｎｏ．offish
Methodofassessment
Chironomidlarvae
pupae
otherDipteranlarvae
A"jso9α''0,,8αγ"ｓ
Ｇ"oγ〃oW2czCγ0"α
AscZJ"s
Copepoda（Cyclopide）
（Harpacticoida）
C1adocera
Ephemeropterannymphs
Hemipteranadult
spiders
mites
Tubificids
Hirudinea
Mollusca
terrestrialinsects
sticklebacklarvae
others
unidentifiedremains
Ishiko
November
2､1-3.03.1-4.04.1-5.05.1-
１６６７５２５４
ＮＰＮＰＮＰＮＰ
３５１０１０２７２２＋
ＯＯＯＯＯＯＯＯ
１＋ｌ＋００１＋
３９２４５５５７４７６４７５８８
６４２１３２４２
１７３６２２２８２９２５９３
２１２１８＋４＋
００＋＋＋＋ＯＯ
ＯＯＯＯＯＯＯＯ
ＯＯ＋＋００００
００００００１＋
００＋＋ＯＯＯＯ
ＯＯＯＯＯＯＯＯ
＋２＋２＋１１１
００＋３＋１１２
１２＋＋１１００
００００１＋ＯＯ
ＯＯＯＯＯＯＯＯ
ｌ２＋２００＋２
１１８４３５４２２
P.：pointsmethodN：numbermethod（afterHynes（1950)）＋：Valueslessthan1％
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ノアラガイそれにカワコザラガイなどが餌と
される。流下陸上昆虫には様々なものが含ま
れ，トビムシ，Isotoma，アリ，アブラムシ，
鞘翅目昆虫などが餌とされている。このほかで
は種々のワムシ，プラナリア，トピケラなども
摂食されるがその量は多くない。
（２）トミヨの大きさと食物
成長に伴って魚類の食物が変化していくこと
は広く認められている。体長別にトミヨの食物
を比較してみると，餌の組成には大きな差違は
なく，どの大きさのものも似た生物を餌の対象
としている。しかし，成長に伴って摂食する量
の割合が減少していく餌生物と，逆に成長する
にしたがって餌としての割合が増加していく餌
生物とがみられる。前者に属する餌生物として
はChironomidlarvaeやCopepodaがあげら
れ，後者に属するものとしてはＡ"zsogcz”湘一
α,ＷＳがあげられる。また表には示されていな
いが，同じ生物を餌の対象としていても成長に
伴ってより大型のものを摂食するようになるこ
とも認められる。Ｇ"oγ〃osp〃α”o"zαはトミ
ヨの大きさにかかわりなく個体数法，点数法の
いずれもあまり変化がみられていない。これは
大きくなるにつれて大型のG”γ伽oWDae-
γo”αを餌とするようになるためである。
体長２ｃｍ以下のトミヨは，Chironomid
larvaeとCopepodaが主要な餌であり，徳久
では両者を合わせると個体数で70％以上，点数
法でも35％を占めている。５月に採集したトミ
ヨでは餌の個体数の90％近くがこの両者によっ
て占められている。これらに次いで重要と考え
られるものにはＡ"ZSogα”"zα,ＷＳ，Ｇ"oγ航o‐
spjDae''0''@αなどがある。摂食個体数は少ない
が，消化管を占める割合では比較的大きな役割
をもっているようである。また，HYNEs(1950）
の調べたBirketのトミヨにもみられている現
象であるが，この大きさのトミヨはトミヨの仔
魚を餌とするものがみられ，消化管を占める割
合の大きくなることがある。
体長２ｃｍ以上と大きくなるにつれて，食物
の内容は漸次変化していく。２～３ｃｍのトミ
ヨはまだChironomidlarvaeを個体数にして
35～45％と比較的多く摂食しているが，２ｃｍ
以下のものにくらべるとその割合は減少してい
る。いつぽう，Ａ"伽gα”"αγczsやＣ”γ伽o-
Wbczeγ0”αが５５～90％と消化管の大部分を占
めるようになる。
つぎに大きさの変化に伴う食物の変化の様子
を，HYNEs（1950）および田中・中田＊（未発
表）の資料と比較してみる。HYNEsの調べた
Birketのトミヨの場合は成長に伴ってCope‐
podａやC1adoceraの摂食量が減少するが，
Chironomidlavaeの割合はほとんど変化しな
localitiesstadiedandthechangei、
●
【『〕
（叩叩）
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Ｎ
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０
＋
５
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＋
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４
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３
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０
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ｏ
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Ｆ
Ao
November
2､1-3.03.1-4.04.1-5.05.1-
13７４１５２
ＮＮＮＮ
３４３５７０
０４８０
０２５０
２１１１２３８０
００００
０＋３０
１６１５２００
１０００
００００
０＋００
４６７２０
０１５０
１１００
７１００
００００
４８００
４３００
００００
０２２００
８０００
*富山大学教育学部の田中・中田両氏の好意により未
発表資料を引用させていただいた。
112金沢大学教育学部紀要 第19号昭和45年
い。そして，２ｃｍをこえ成長するにしたがっ
てChironomidpupaeの摂食量が増加し，ま
た対象とする餌生物の種類数も増加してくる。
いつぽう田中。中田の調べた親司川のトミヨの
場合，２ｃｍ以下で重要な餌であったＨｔＺ”α－
cﾒｶﾞＣｓは体長の増加とともに減少し，これに変
わってChironomidlarvaeが増加する。そし
て3.5ｃｍをすぎる頃からChironomidlarvae
にかわりＡ"jso9czl"加αγ"ｓやＣ"oγ〃ospha-
eγo”αが増加する。
これら３つの水系で共通していることは，
Copepodaのような小型の生物は，トミヨの成
長とともに摂食される量が少なくなることであ
る。しかし，いつぽうではChironomidlarvae
のようにそれぞれの水系で利用され方が異なっ
ているものもある。この利用のされ方の違いに
ついては，環境に存在する餌生物の相対量の違
いによって起こるのか，またはそれぞれの水系
で，トミヨの種に違いがあるためかなどについ
ては明らかでない。
（３）場所による食物の違い
トミヨの食性の傾向についてはすでに述べた
が，場所によって対象とする餌生物にいくぶ
ん違いがみられる（Table２）。Chironomid
larvaeやＡ〃jsogα”"αγ"s，Copepodaなど
は，３つの場所で共通して比較的多く摂食され
ているが，Ｇ"0γ伽Cs’んαeγo"zαやAge〃"ｓは
場所によって摂食される量が違っている。
徳久ではChironomidlarvae，Ａ"jsogα'"”‐
αγ"s,Ｃ"oγ伽oWbα”o"α,Copepdaが多く摂
食されているが，これらの餌生物はいずれも周
囲の環境に多くみられているものである。石子
のトミヨはＡ"jsogα"z”α,ＷＳを主要な餌とし，
これが餌として占める割合は40％から70％にも
達する。またChironomidlarvaeとＡＳＢ""ｓ
を加えると85～95％となり，食物のほとんどを
この3種の生物で占めていることになる｡石子で
は周囲の環境にChironomidlarvaeやＡ"加一
,α”"αγ"ｓが多いが，他の２つの場所と異な
ってＡＳＣ""ｓも多く，これら個体数の多い生物
が主要な餌となっている。粟生のトミヨも周囲
に多く出現するChironomidlarvaeやＡ岬
SODα””αγ"s,Copepodaを主要な餌としてい
るが，これらを合わせても50～70％である。そ
して，残りの部分はHemipteraや貝その他種
々の生物によって占められている。
こうしてみると，トミヨは数種の生物を集中
的に餌としたり，また広く様々の生物を餌とす
るというように，場所によって食性に変化がみ
られる。そしてその場所に多く出現する生物を
餌の対象とし，食性の幅もかなり広く，摂食に
融通'性があるように思われる。
（４）トミヨの食物の季節変化
環境における餌生物は季節によって変化して
おり，またトミヨ自身の生活様式の季節変化や
成長等も加わって，食性の種類や量にも季節変
化のあることが考えられる。Ｔａｂｌｅ３は徳久で
採集したトミヨの消化管の充満度の程度をｆｕｌｌ
からｅｍｐｔｙまでの６段階に分け，それぞれの
百分率の季節変化を示したものである。なお，
８月に採集した魚の一部はホルマリン固定が遅
れたため，消化管充満度が低い方にずれた可能
性が大きい。
Table３Themonthlyfluctuationmthe
percentagecompositionofstomachswith
eachdegreeoffullness，ａｔＴｏｋｕｈｉｓａ
ｉｎＴｅｄｏｒｉＦａｎ．
Fullnesslfull2/３１/２１/３１/3-empty
Sept、
０ct・
Nov･
Jan、
Feb・
Mar･
Apr･
May
June
July
Aug．
６
２
６
２
８
６
４
４
５
３
３
５
９
７
８
６
５
２
６
６
６
３
４
０
７
５
３
６
４
４
６
６
８
１
１
１
２
８
８
４
１
５
５
０
４
０
５
９
２
１
１
３
１
１
２
１
３
０
３
０
０
０
０
０
４
０
１
１
１
０
０
０
３
３
３
２
７
０
３
９
１
５
１
０
０
０
０
０
０
０
０
４
３
１
１
１０月から１月にかけては食物摂取量が多く，
ほとんどの個体が消化管を十分に充している。
とくに10月には92％の個体が満腹しており，残
りの個体も消化管の半分以上は餌で充きれてい
平井・家山：石川県手取川扇状地におけるトミヨ（〃",ｊ伽ｓｓ舳慨s）の食物について１１３
る。２月から４月にかけては徐々に摂食量が減
少し，４月には最低になる。そして消化管が充
満している個体はわずか24％と低く，充満度が
船以下の個体が52％にもなっている。５月から
はまた摂食量が多くなり90％以上の個体が充満
度払以上になる。
産卵期である４月に消化管充満度が相対的に
低いことは，Birketのトミヨの場合（HYNEs
l950）と似ている。しかし，Birketでは空腹
の個体がみられるのに対し，今回の調査では空
腹の個体はほとんど出現せず，４月でも若干の
餌が胃の中にみられている。４月に摂食量の少
なくなるのは，餌生物の量が相対的に少ないこ
ともあると思われるが（Tableｌ），営巣し常
に卵や仔魚を守るという習性（雄の場合）にも
関係があるかもしれない。
秋から冬にかけて消化管充満度の増すこと
は，Birketの場合と逆であるが，Birketの場
合調査個体数が少ないのでなんともいえない。
ただ，年魚であるトミヨが産卵期の前である冬
期に摂食活動の盛んなことはむしろ当然の現象
であろう。
６～８月には，体長２ｃｍ以下の個体が出現
してくる。これら小型のトミヨは大型のものと
比べ胃内容物の少ないことが多く，この時期に
空腹の個体が数パーセントみられるのも，小型
のトミヨのためである。しかし全体としては比
較的摂食量は多い方で，夏季にも摂食が盛んで
あることを示している。
このように，トミヨは水温の変化の少ない湧
水地帯にすむためか，４月を除けば，ほぼ１年
中摂食活動の盛んであることが特徴である。
つぎに消化管内容物の季節変化をみることに
する。Fig.３は頻度法で徳久のトミヨの食物
の季節変化を示したものである。なお点数法に
よって推定した餌の量の割合が20％以上になる
ものについては，該当する生物の欄に○印を加
えた。
ChironomidlarVae，Ａ"jsoga沈那αγ"s，
G'００γ伽OSP〃αeγo”α，Copepodaは１年を通し
てトミヨの餌の対象となっている。しかし，こ
れらの生物も時期によって利用される程度が異
り，Chironomidlarvaeに集中する時期，
Ａ"jsoga腕”αγ"sに集中する時期，またそれ以
外の生物に集中する時期など変化がみられる。
Chironomidlarvaeは，５月から１１月にか
けて食物としてよく利用されているが，１月か
ら４月にかけてはあまり利用されていない。こ
の変化を水生植物に付物に付着するChirono-
midlarvaeの個体数の季節変化（Tableｌ）
と対応してみると比較的よく一致している。つ
まり，少なくともChironomidlarvaeの多い
時期には，餌としてよく利用されているといえ
る。しかし，消化管内容物量に占める割合はあ
まり大きくなく，わずかに11月と６月に20％を
越えた程度である。
Chironomidlarvaeとは逆にＡ"′soga加加α－
，ＷＳは１月から４月にかけてよく利用され，５
月から11月にかけては利用度が減少する。そし
て消化管内容物量として占める割合も大きく，
11月から６月ごろにかけては２０％を越えてい
る。しかしながら，水生植物に付着するＡ"ノー
so，α加加αγ"ｓの量と比べると，必ずしもその量
の多い時期に多く利用されるとはいえない。
Ｇ"oγ〃OSPﾙαe'０腕αとCopepodaは季節に
よってとくに利用度が大きくなるとか小さくな
るということはなく，平均して３０％前後の魚
が利用しているにすぎない。ただＧ"0γ〃o-
SPhcZeγo”αは大型であるため，６，７月にみ
られるように消化管内容物量として占める割合
の大きい時期がある。
上述の餌生物のほか時期によって，ある種の
生物が集中的に餌とされることがある。１０月に
はChironomidlarvaeにかわってある種の
Dipteraに集中し，１１月にはChironomidla‐
rvaeに集中している。また５月にはChiro‐
nomidlarvaeのほかに，チョウバエ（Psyco-
didae），ｊＭｂｉｍ（C1adocera）が集中的に餌と
されている。すでに述べたようにＭ０ｊ,zZzの場
合は５～６月に水田に多く発生し，一部が流れ
てくるためこの時期に多く摂食されるのであろ
う。しかし，チョウパエはミクリやムクムクシ
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Fig.３Themonthlyvariationinthepercentageoccurenceoffoodorganismsfromthe
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られている生物の選択指数である。
小型のＡ"ｊｓＭｚ沈沈αγ"ｓについては比較的
選択性が高く，餌全体の中でもっとも多く摂食
されているChironomidlarvaeについては選
択性は小さくなっている｡つまり,選択性の大き
いことと，それが多く摂食されることは別であ
ることを示している。そして，トミヨの場合消
化管を占める割合の高い生物は，大体において
周囲の環境に多い生物である。このことは田中
・中田（未発表）の調べた富山県のトミヨにつ
いてもみられる。
しかし，一方では，周囲の環境に多くみられ
る生物でも，摂食量の多くない例も存在する。
Birketのトミヨは周囲の環境に多いイトミミ
ズをほとんど摂食しない。また，HYNEs(1950）
は同じ場所で採集したトミヨとウグイの食物が
異なることから，単にそこにあるものを食べる
のではなく，選択が行われると述べている。こ
うした例からみると，トミヨの多くとる食物が
DipteraやCrustaceaに限られることは，餌生
物が多いというだけの理由ではなさそうに思え
る。そこで，トミヨの食物の特徴をさらに明確
に位置づけるために，他の水系のトゲウオ科魚
類の食性と比較してみる。
FoRBEs（1883）によると，北アメリカのトミ
ヨ（囚y9osZe"s〃"9′伽s)はブユ(S伽""""）
やChironomusを60％，Cladoceraを40％の割
合で摂食している。KoBAYAsm（1933）はミナ
ミトミヨ（Ｐ""9鰯"SSi,､e"塊ｓｖａｒ＃α坊αγαc）
の食物を動物プランクトンや他種の幼魚が主で
あると述べている。また，HYNEs（1950）は
Chironomidlarvae，小型Crustaceaが主要な
餌であるとし，田中・中田（未発表）もほば同
様の生物が餌となることを述べている。
イトヨ属についても，植物８月
ミズゴケの間では採集されず，また流下物にも
含まれておらず，目下のところどこで摂食した
かは不明である。同様のことはEphemeropte-
raやHemipteraの幼生についてもいえ，餌
生物のさらに詳しい調査が望まれる。上述の諸
餌生物のほか，トミヨの卵や仔魚が餌とされる
が，これも３～６月と摂食される時期の限られ
るものである。
ＩⅡ考察
淡水魚の食性の幅は広く，雑食性であること
はいつばんに認められる現象である（LARKIN，
1956；水野ほか，1958；川那部，1960；ＭAIT‐
LAND，1965；中村，1969ほか）が，生活場所や
季節の違い，そして魚の大きさの違いなどによ
って実際には限られた生物が主要な餌となるこ
とも多い。
手取川扇状地において，トミヨの食物を体長
別，季節別に検討して来たが，食物は動物性の
ものに限られていた。そして，昆虫・甲殻類
・貧毛類・ヒル・貝・その他と対象とする餌
生物の幅も広いことをみて来た。同様のことは
Birketのトミヨ（町９０s/e"s〃",ｊ伽s）につ
いてもみられている（HYNEs，1950)。しかし，
食性の幅の広いことと同時に，特定の餌生物に
集中することもみられている。今回行ったトミ
ヨの食物調査においても，全休的にみてＧａｍ‐な
maridやChironomidlarvaeなど数種の生物
が餌として集中的に利用され，イトミミズ・貝
・ヒルなどその他の生物は摂食される量が少な
いという傾向を示している。
そこで，つぎにIvLEv（1965）の食物選択指
数（Ｅ）を用いて，食物選択について検討して
みよう。次に示すのは，徳久でトミヨに多くと
９月 ２月８月’’￣'P副ローーマトロ’’'四Ｗ
質の餌がいくらか含まれるこ±I:;：＋型｝＋川上を除けばⅢﾐ贄に似て＄Ａ"iso9zz”"αγ"ｓ小型Ａ噸so，α，"籾αγ"ｓ大型
Chironomidlarvae ＋０．２８-0.50－０．４１り，Diptera（Chironomus
G,zoγi”osp"α”o”α -0.10-0.06＋0.25を含む）・Crustacea・Eph‐
Cyclopide －０．０９＋０．３４ －－emeropteraなどが主要な餌
平井・家山：石川県手取川扇状地におけるトミヨ（P”，ｊ伽ｓｓ馳郷s）の食物について１１７
となっている(HARTLEY，１９４８；HYNEs，１９５０わらず，ある程度限られ似かよった生物が多く
；MAITLAND，1965）。とられることは，トゲウオの生活環境が互いに
以上の諸例をみると，種の段階では異ってい似ている可能性を示している。また同時に，環
ても，DipteraやCrustaceaをおもな餌として境における餌生物の量のほかに，トミヨ自身の
いるという点では手取扇状地のトミヨと共通し食物の選択性について考えねばならないことを
た要素を含んでいる。そして，ヒルや貝，イト示している。しかし，今回の調査における資料
ミミズなどはいずれの場所でも主要な餌となっ てはこれ以上の分析は困難であり，さらに詳し
ていない。こうして。食性の幅が広いにもかかい食物の調査を必要とする。
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Ｏｂｓｅｒｖａｔｉｏｎｓｏｎｔｈｅｆｏｏｄｏｆｎｉｎｅ－ｓｐinedstickleback
（〃"g〃ｊ"ｓＭｚｃ"sjs）instreamletsofTedoriFan●
Ｋｅｎ－ｉｃｈｉＨＩＲＡＩａｎｄＨｉｒｏｓｈｉｌＥＹＡＭＡ
１．Thefoodofnine-spinedstickleback，Ｐ"",鯛"ｓｓｚ〃elzs恋，instreamletsof
TedoriFanwasassessedbyexaminingthestomachconteｎｔｓｏｆ６８９ｓｐｅｃｉｍｅｎｓｏｆ
ｔｈｅｆｉｓｈｄｕｒｉngthemonthsSeptember，１９６９ａｎｄAugust，１９７０exceptDecember、
２．MostfishweretakenfromthreelocalitiesinTedoriFan・Ａｎｄａｔｔｈｅｓａｍｅ
ｔｉｍｅ，phytalanimalssamplingweremade、
３．FoodorganismssuchasChironomidlarvae，Ａ"jso9a醜沈αγ"ｓａｎｄＧ,２０γ〃OSP"－
αeγCl"αareabundantinthephytalanimalsaｔａｌｌｔｉｍｅｓｏｆｔｈｅｙｅａｒ、
４．Nine-spinedsticklebackofallsizegroupsiscarnivorousandfeedsmainly
onChironomidlarvaeandCrustacea（Ａ"jso9a沈擁αγ"s，Ｇ"oγ師ｏＳＰｈａｅ'０”αand
Copepoda）throughouttheyear，
５．Intheearlystage，ｌｅｓｓｔｈａｎ２ｃｍｉｎｂｏｄｙｌｅｎｇｔｈｔｈｅｆｉｓｈfeedsmainlyon
ChironomidlarvaeandCopepoda・Andwithitsgrowthgradualchangeoｆｔｈｅ
ｆｏｏｄｈａｂｉｔｓｔｏＧａｍｍａｒｉｄａｎｄＧ"oγ伽oSPhacγo”αisobserved，
６．Ｔｈｅｓｔｏｍａｃｈｓｏｆｍｏｒｅｔｈａｎ５０影ofallthesticklebackexaminedwerｅｆｉｌｌｅｄ
ｉｎｅｖｅｒｙｍｏｎｔｈｏｆｔｈｅｙｅａｒｅｘceptApril，ａｎｄｆｅｗｎｕｍｂｅｒｏｆｅｍｐｔｙｓｔｏｍａｃｈｓ
ｏｃｃurredonlyinsummermonths、
７．Monthlyvariationofthefoodofthesticklebackwasobserved、Stomachscon-
tainedChironomidlarvaeoccurredinabundantbetweenMayandNovember，and
stomachscontainedA"isoga加加αγ"ＳｍabundantbetweenJanuaryandApril．
